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平成 7 年（1995）からは柴田健雄，平成 15
年（2003）からは木村孝一が担当して現在に

至っている．なお，帝国臓器製薬株式会社は

2005 年にグレラン製薬との合併によりあす

か製薬株式会社と社名変更されている． 
昭和 62 年（1987）には，会合の名称自体

も，「唾液腺シンポジウム」から「日本唾液

腺学会」に変更され，会誌の名称も，「唾液

腺シンポジウム」から「日本唾液腺学会誌」

に変更され（表１），表紙のデザインも斬新

なものに変更された（図５）．この年の「日

本唾液腺学会誌第 29 巻」には，事務局の山

元正昭がこれまでの学会の歴史を紹介し，過

去の演題数，特別講演の内容をまとめて記録

している． 
これまで減少したままであった一般演題

数が徐々に増加傾向を示し，昭和 62 年（1987）
には 30 題まで回復した（表３）．平成元年

（1989），会長に就任した高谷 治（防衛医大

内科）は，「日本唾液腺学会誌 31 巻」の巻頭

言で， “…本学会は昭和 58 年より唾液腺学

会として従来の唾液腺研究会を脱皮し，唾液

腺に関する集学的研究の発展の場として新

たな発足をしたものでありまして，これは専

ら前会長の青沼先生の御指導のたまもので

あり，…” と述べ，平成 6 年（1994）には，

「日本唾液腺学会誌 36 巻」の巻頭言で，“…

唾液腺学会はこれらのいかなる領域からの

研究にも開放されており，より積極的に各科

から集まって multidisciplinary に議論さるべ

き学会であり，最近では顕著なことにはレベ

ルの高い，まとまりの良い，また，オリジナ

ルな研究成果が報告されるようなって来て，

喜ばしく感じている次第である．…”，と述

べている．実際，平成元年から 6 年までの本

学会の演題内容をみると，パロチン関連のも

のは 3.4％に過ぎなくなっている． 
さらに，高谷 治会長のもと，平成 3 年

（1991）からは，一般演題のほかに症例検討

のセッションが開始された．ちなみに，筆者

は当時の幹事の長尾孝一先生から，“唾液腺

学会というものがあって，新たに症例検討を

始めるので何か症例を持ってきて発表する

ように”，と誘われて症例提示したのが本学会へ

の入会のきっかけである．症例検討は，その後

徐々に演題数が増え，10 題を越える年もでてき

ている．内容は，一貫して唾液腺腫瘍関連病変

の臨床・病理に関するものが主体となっている．

また，平成 5 年（1993）の第３８回からは，学

会奨励賞を出すことになり，一般演題から２題

が選考され，総会に引き続き授賞式が行われる

ことになった． 
平成 7 年（1995），緒方章，伊藤四十二，青沼

繁と続いてきた東大薬学一門の遠藤浩良が（東

大・帝京大薬学）会長となった．この年，学会

40回の節目を記念して，記念メダルが作成され，

会員に配布された（図６）． 
平成 13 年（2001）に会長に就任した久米川正

好（明海大歯口腔解剖）は，専門分野が唾液腺

“内分泌”とは異なる初めての会長ということが

できる．平成 15 年（2003）には，日本唾液腺学

会のホームページ（http://www. daekisen.org/）が

開設され（図７），同年の第４８回学会から，学

会の発表はすべてパワーポイントを用いたデジ

タルプレゼンテーションで行われるという，新

時代を迎えることになった．なお，同年の会誌

第４４巻から，これまで継続されてきた事後抄 
 

 

 
 
 
 
 

図５．会誌「日本唾液腺学会誌第 30 巻」の表紙 

昭和 63 年（1988）に開催された第 33 回日本

唾液腺学会の記録が，平成元年発行の会誌に

記録されている． 
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録，質疑応答記録，巻頭言，編集後記が割愛

されることになった．また，これまで別に作

っていた演題抄録集の内容を学会誌に収め

ることにしたため，平成１６年の第４９回学

会と平成１７年の第５０回学会の記録が合

冊され，１冊の日本唾液腺学会誌第４６巻と

なった。このため，平成１８年の第５１回学

会の演題抄録集は「日本唾液腺学会誌第４７

巻」に収録されるようになり，以後，学会と

会誌の数字のずれがこれまでの３から４に

変わった．同年，学会 50 周年記念事業とし

て，日本唾液腺学会編「唾液腺腫瘍アトラス」

（金原出版，2005）が刊行された（図８）．こ

れは，症例検討に参画してきた本学会会員だ

けで分担執筆された学術書籍であり，現在も

全国の書店で販売されている．また，これま

であすか製薬株式会社に大きく依存してき

た学会の運営の見直しを行い，特定非営利活

動法人お茶ノ水学術事業会への事務業務委

託，協賛・賛助会員の募集，年会費，参加費

の値上げなどが行なわれた．また，役員の若

返りを図るべく，会則の変更（役員の定年，

任期の取り決め）が行なわれ，会計監査も設

置されることになった．初代会計監査には芝

紀代子（文京学院大保健医療技術）が就いて

いる． 
平成 20 年（2008）より，筆者が第 10 代の

会長となった．前会長に引き続き，学会の活

性化，会則の見直し，運営の強化を図るべく，

幹事会を中心に検討している．平成２０年の

 

 

 

第５３回学会では，総演題数が 36 とここ数十年

では最高を記録した（表３）． 
 

 
 
 
 

 

 

図６．学会 40 回記念メダル 

表には和英の学会名と学会イニシャル（左），裏には上部に「唾」の字の隷書体，下部に会誌表紙のパ

ターン模様をアレンジしたものが掘り込まれている（右）．  

図７．唾液腺学会ホームページのトップページ 

アクセス数は 1 ヶ月 2000～3000 に上っている． 

図８．唾液腺腫瘍アトラスの表紙 

現在も書店で販売されている． 
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                        表３．唾液腺学会演題数の推移 

 
回 年 会長 一般演題 症例検討 シンポジウム 特別講演 総演題数 参加者数 会員数 会費納入会員数 

1 1956 緒方知三郎 47  1 48   
2 1957 32  2 34   
3 1958 46  46   
4 1959 62  2 64   
5 1960 30  30 159   
6 1961 緒方 章 28  1 29 151   
7 1962 21 17 1 39 155   
8 1963 22 7 29 145   
9 1964 15 4 1 20 147   
10 1965 24  2 26   
11 1966 18  2 20 139   
12 1967 19 1 2 22   
13 1968 19  1 20   
14 1969 滝沢延次郎 32  1 33   
15 1970 17 3 20   
16 1971 10  2 12   
17 1972 田坂定孝 14  1 15   
18 1973 10  1 11   
19 1974 10  1 11   
20 1975 井出源四郎 10  1 11   
21 1976 15 5 1 21   
22 1977 10 4 1 15   
23 1978 12  2 14   
24 1979 15  2 17   
25 1980 19 5 24   
26 1981 20  1 21   
27 1982 青沼 繁 15 1 16   
28 1983 25  1 26 98 256 84 
29 1984 33  1 34 181 327 79 
30 1985 28  1 29 150 340 107 
31 1986 22  1 23 127 353 143 
32 1987 30  1 31 142 384 140 
33 1988 30  1 31 150 406 301 
34 1989 高谷 治 32  1 33 150 406 301 
35 1990 30  1 31 139 436 310 
36 1991 28 3  1 32 133 426 286 
37 1992 25 5  1 31 135 411 282 
38 1993 20 3  1 24 99 408 278 
39 1994 20 4  1 25 104 389 266 
40 1995 遠藤浩良 17 6  1 24 114 378 257 
41 1996 14 3  1 18 84 378 263 
42 1997 22 7  1 30 114 367 254 
43 1998 17 10  1 28 105 366 266 
44 1999 14 14 5 33 116 358 242 
45 2000 16 7 5 28 117 349 246 
46 2001 久米川正好 17 9  1 27 102 364 251 
47 2002 15 8  1 24 101 355 253 
48 2003 25 8  1 34 117 352 236 
49 2004 20 7  1 28 121 359 233 
50 2005 23 6  1 30 105 362 235 
51 2006 16 8  2 26 101 346 207 
52 2007 22 6  1 29 98 351 218 
53 2008 森永正二郎 21 14  1 36 112 347 182 
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６．おわりに 

５０数年に及ぶ唾液腺学会の歴史を通覧

してみて，唾液腺“内分泌”の研究のみであ

った発足当時の状況が，数年で方向転換が図

られ，演題数の減少から一時は存亡の危機に

さらされながら，淘汰されることもなく，唾

液腺のあらゆる領域を受け入れるユニーク

な学会としてかろうじて細々と存続してき

ている，というこれまでの経過が理解できる．

現在の解剖学の教科書には，唾液腺が内分泌

器管であるとはどこにも書かれておらず，本

学会会員の大多数である戦後世代の者には，

パロチンの名前さえ知らないものが大部分

であろう．過去は過去として，学会の今後の

行方は現会員の意思に委ねられている．いず

れにしても，唾液腺と唾液には，まだまだ沢

山の未知の物質や機能が隠されているに違

いない．研究対象として魅力に満ち溢れてい

る． 
世話人の立場から見て，唾液腺学会が現在

抱えている最大の課題は，演題数を如何に増

やすか，会費を納入し会合にも出席するアク

ティブな会員数を如何に増やすかというこ

とである．演題数とアクティブな会員数が増

えれば，学会の学術的な内容も豊かになり，

学会運営の会計上もゆとりが生まれ，よい循

環が始まる．そうならない理由は何か．まず，

唾液腺という大雑把なくくりでは，あまりに

も専門分野と興味の対象の異なった人の集

団となってしまい，しかも個々の分野にかか

わる人の絶対数がもともと多くないため，全

体としてまとまりがつかないということが

いえる．また，現在では学会の数が多く，会

員の殆どすべてが，主たる所属学会と発表の

場を別に複数持っているため，唾液腺学会ま

で手が回らないということもあろう．役員の

立場からは，今後，より魅力ある学会，より

優先順位の高い学会にしていくために更に

工夫していく必要がある．そして，やがて日

本医学会に加盟できるような，査読制度のあ

る学会誌をもつ学会，国際性のある学会に育

っていくことを期待している． 

この拙文が，更に半世紀後，誰かによって読ま

れるかもしれないことを想像しながら筆を置く

ことにする． 
 
これをまとめるにあたり，学会誌の資料の検索

にご協力くださいました唾液腺学会事務幹事の

木村孝一さん，熊坂知子さんに深謝いたします．

また，この原稿を校閲してくださいました名誉

会長の遠藤浩良先生，前会長の久米川正好先生

にこの場を借りてお礼申し上げます． 
なお，この内容は 2008 年 12 月 6 日に文京学

院大学で行われた第 53 回唾液腺学会の会長講

演として発表した． 

 
2009 年 8 月 2 日記す 


